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 (19)樹林帯等

代替案の概要 

■ 洪水流の緩和や堤防の治水機能の維持増進を目的に、堤内地の堤防

沿いに樹林を整備する。 

祓川流域におけ

る適用性 

■ 他の治水対策で対応可能なため、適用しない。  
（下流河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はない案であり、

他の対策案の実現性が著しく低い場合に検討する案と考える。） 

資料・事例等 
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祓川沿川の
氾濫原には
集落が点在 祓川浸水想定区域図

祓川 

氾濫原内に集落が点在している
ため、全ての家屋について、宅
地のかさ上げ、ピロティ建築等
を実施することは困難である。 

(20)宅地のかさ上げ・ピロティ建築等 

代替案の概要 

■ 宅地のかさ上げ、ピロティ建築等は、盛土して宅地の地盤高を高く

したり、建築構造を工夫したりすることによって、浸水被害の抑制

等を図る方策である。 
■ 建築基準法による災害危険区域の設定等の法的措置によって、誘導

することができる。 

祓川流域におけ

る整理概要 

■ 祓川の氾濫原内には集落が点在しており、全ての家屋について宅地

のかさ上げ、ピロティ建築等を実施することは困難である。  

祓川流域におけ

る適用性 

■ 祓川流域における『宅地のかさ上げ・ピロティ建築等』については、

氾濫原内に集落が点在し、効率的な対策が困難。また、他の治水対

策で対応可能なため、適用しない。  

資料・事例等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：今後の治水対策のあり方
に関する有識者会議 

第 6 回配付資料（国交省河川局）
資料 2-2 治水対策の方策の主な
事例より 
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(21)土地利用規制 

代替案の概要 

■ 浸水頻度や浸水の恐れが高い地域において、土地利用規制・誘導に

よって被害を抑制する。 

祓川流域におけ

る適用性 

■ 他の治水対策で対応可能なため、適用しない。  
（下流河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はない案であり、

他の対策案の実現性が著しく低い場合に検討する案と考える。） 

資料・事例等 
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(22)水田等の保全

祓川流域内の『水田』によって流出を抑制することによる効果の適用性について整理

する。  

【評価の考え方】 

当該流域での効果の妥当性は検証困難であるが、水田による貯留効果を最大限期待

し、洪水の低減量を算出する。  

【検討条件】 

・ 対象地域：流域内で水田を対象とする。  

・ 対策量：治水に有効な貯留高は、現状の畦畔高は H=300mm、営農期の湛水深

h1=50mm、加えて、畦畔保護のために必要な高さ h3=100mm を考慮して h2=150mm

とする。  

 

 

 

 

・ 効果の想定：小流域から水田の実面積分を分離した流出計算モデルを作成し、流出計

算を実施する。  

・ 検証洪水：整備計画対象降雨（W=1/10）を対象とする。  

水田 山林 畑地 集落 市街地 河川・湖沼

面積(km2) 13.1 48.1 0.3 3.6 0.3 1.1

比率(%) 19.7 72.4 0.4 5.5 0.5 1.6

出典）祓川総合開発事業計画書　事業計画参考資料（平成21年8月変更、福岡県）

■祓川流域土地利用別面積

水田面積

(km2)

実水田面積

(km2)
有効水深

(m)
可能調節量

(万m3)

13.1 12.4 0.15 186

注)畦畔を除いた実水田面積=水田面積×0.95とする

■水田による可能調節量

祓川流域内の水田分布図 
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【結果】 

・ 祓川の流域内の水田面積は約 12.4km2 であり全流域（66.4km2）に対し、約 18％を占める。

水田の有効水深（貯留可能水深）を 0.15m とした場合、可能調節量として 186 万 m3 程度

確保できる。 

・ 『水田等の保全』による調節効果は、木井基準点で約 17m3/s（整備計画目標流量に対して

約 3.9％）、河口地点で約 25m3/s である。 

【算出した効果量を実現させるためには】 

・ 全ての水田においてピーク時に 0.15m の貯留が可能となるよう所有者全てのご協力のも

と堰板の改良を要する。 

【祓川流域における適用性の評価】 

祓 川 流 域において『水 田 等の保 全』による洪 水 低 減 効 果 は、木 井 地 点 で 17m3/s、河 口 地 点で

25m3/s である。また、効果量は最大限可能と仮定した試算結果であり、流域すべての水田で全ての所

有者に理解が得られれば実施可能であるが、実施できたとしても得られる効果は僅かであるため、適

用しない。（遊水池［地役権方式］、雨水貯留施設との複合案も別途検討） 
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(23)森林の保全 

 祓川流域内の「森林面積」および「総雨量－総流出高」の関係から、森林の保全効果の適

用性ついて整理する。  

【評価の考え方】 

①  森林面積の実態及び経年変化を整理。  

②  総雨量－総流出高関係の経年変化から、流出傾向について整理。  

【結果】 

・ 祓川流域における森林面積は、すでに流域内の約 70％を占めており、昭和 50 年頃からほ

とんど変化していない。また、流出量の評価にこれらの森林の貯留効果は見込まれている。

・ 総雨量－総流出高の関係より、経年的に顕著な傾向は見られない。  

①  森林面積（土地利用）の経年変化 

 
祓川流域内の森林面積の割合は約 70％である。  

昭和 50 年頃から現在まで森林面積はほとんど変化していない。  

水田 山林 畑地 集落 市街地 河川・湖沼

面積(km2) 13.1 48.1 0.3 3.6 0.3 1.1

比率(%) 19.7 72.4 0.4 5.5 0.5 1.6

出典）祓川総合開発事業計画書　事業計画参考資料（平成21年8月変更、福岡県）

■祓川流域土地利用別面積

祓川流域の土地利用状況 
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②総雨量－総流出高関係の経年変化 

出典）祓川総合開発事業計画書 事業計画参考資料（平成 21 年 8 月変更、福岡県）

昭和 50 年代～現在まで総雨量と流出高の関係に明らかな変化は見られない。

●昭和 50 年代 
●昭和 60 年代 
●平成元年以降 

基本方針 
f1＝0.5 
f2＝1.0 
Rsa＝100 

総雨量-総流出高関係図（木井） 

基本方針 
f1＝0.5 
f2＝1.0 
Rsa＝100 

●昭和 50 年代 

●昭和 60 年代 
●平成元年以降 

総雨量-総流出高関係図（中村） 

【祓川流域における適用性の評価】 

祓川流域において、森林の保全による洪水低減効果をさらに見込むことは困難であるた

め、適用しない。  
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(24)洪水の予測、情報の提供等 

代替案の概要 

■ 住民が的確で安全に避難できるよう、洪水の予測や情報の提供など

を行い、被害の軽減を図る。 

祓川流域におけ

る適用性 

■ 他の治水対策で対応可能なため、適用しない。なお、雨量や水位情

報の提供は、現在行っている。  
（下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はない方策案

であり、他の対策案の実現性が著しく低い場合に検討する案と考える。） 

資料・事例等 

 

(25)水害保険等 

代替案の概要 

■ 家屋、家財等の資産について、水害に備えるための損害保険を浸水

エリアの住民に加入してもらう。 

祓川流域におけ

る適用性 

■ 他の治水対策で対応可能なため、適用しない。  
（下流の河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりする機能はない方策案

であり、他の対策案の実現性が著しく困難な場合に検討する案と考える。） 

資料・事例等 
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 (26)「遊水地（地役権方式）、雨水貯留施設、水田の保全」の複合案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祓川流域における洪水の流出に対して、抑制効果が少なからず認められる代替案を複

合して施した場合の効果を算定し、複合メニューの適用性について整理する。  

【評価の考え方】 

当該流域での効果の妥当性は検証困難なものも含まれるが、以降の対策を複合的に実

施した場合の洪水の低減量を算出する。  
【複合した対策メニュー】 

河川整備メニュー：①遊水地（地役権方式） 
流域対策メニュー：②雨水貯留施設（グラウンド貯留）  
         ③水田等の保全（畦畔・堰板の改良で 150mm の貯留水深を確保）

【結果】 

・ 施設複合による調節効果は、木井基準点で約 17m3/s、河口地点で約 41m3/s である。  
【算出した効果量を確保・維持するためには】 

・ 地役権を設定する水田では、その効果を維持するため今後、開発行為は行えないこと

について土地所有者との間で合意が必要となる。  
・ 全ての水田において洪水時に全ての所有者のご協力のもと、堰板等を適切に管理して

いただく必要がある。 

【検討結果】 
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【祓川流域における適用性の評価】 

祓川流域において施設複合による洪水低減効果は、基準点で整備計画目標流量の約 5％

と低く、さらに効果量を確保し維持していくために必要な方策を踏まえると実現性に欠け、

その効果量に期待することは困難であり、適用性が低いことから採用しない。  

複合施設の分布図 
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4.3. 概略評価による治水対策案の抽出  

25 項目の治水対策案について、概略評価により一次選定を行った結果、祓川流

域内に施設そのものが存在しないなど物理的に適用が困難である 6 案を除く、19

案を一次選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4-4 治水対策案の一次選定結果 

 

一次選定された対策案について、制度上・技術上の観点から明らかに不適当な

案や実現性に欠ける案、効果が極めて小さいと考える案を除いた結果、有力案と

して「河道掘削案」と「引堤案」を抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4-5 治水対策案の抽出結果 
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最終選定 抽出結果 〇 〇

洪
水
の
予
測

、
情
報
の
提
供
等

水
害
保
険
等

宅
地
の
か
さ
上
げ
・
ピ
ロ
テ
ィ
建
築
等

土
地
利
用
規
制

水
田
等
の
保
全

森
林
の
保
全

霞
堤
の
存
置

輪
中
堤

二
線
堤

樹
林
帯
等

雨
水
貯
留
施
設

雨
水
浸
透
施
設

遊
水
機
能
を
有
す
る
土
地
の
保
全

部
分
的
に
低
い
堤
防
の
存
地

決
壊
し
な
い
堤
防

決
壊
し
づ
ら
い
堤
防

高
規
格
堤
防

排
水
機
場

河川を中心とした対策 流域を中心とした対策

2
ダ
ム
の
有
効
活
用

遊
水
地
等

放
水
路

河
道
の
掘
削

引
堤

堤
防
の
か
さ
上
げ

河
道
内
の
樹
木
の
伐
採

■２５の代替案のうち、1次選定、2次選定
を行った結果、2項目およびその複合案を
抽出した。
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さらに「河道掘削案」と「引堤案」の組合せを含めた以下の３案を治水対策案

として抽出した。 

 

 

 

 

 

 

<概略評価により抽出した治水対策案> 

① 河道掘削案 

② 引提案 

③ 複合案 河道掘削＋引堤  
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図  4-6 治水対策案の抽出結果フロー 

・祓川における洪水処理方法は以下のフローに示したとおり。 治水対策案治水対策案

０ ダム案

1,既設ダム
の有効活

用

河道改修

河川を中心とした対策
（河道改修、ダム、遊水地）

河川を中心とした対策
（河道改修、ダム、遊水地）

流域を中心とした対策
（霞堤、輪中堤、水田貯留、各戸貯留浸透施設、森林保全）

流域を中心とした対策
（霞堤、輪中堤、水田貯留、各戸貯留浸透施設、森林保全）治

水
対
策
の
方
策
案

2.遊水地 3.放水路・
分水路

4.河道掘削 5.引堤 6.堤防嵩上
げ

7.樹木伐採 8.決壊しな
い堤防

9.決壊しづ
らい堤防

10.高規格
堤防

11.排水機
場

12.雨水貯
留施設

13.雨水浸
透施設

14.遊水機能
を有する土
地の保全

15.部分的
に低い堤防

の存置

16.霞堤の
存置

17.輪中堤 18.二線堤 19.樹林帯
等

20.宅地の
嵩上げ・ﾋﾟﾛ
ﾃｨｰ建築等

21.土地利
用規制

22.水田等
の保全

23.森林の
保全

24.洪水予
測情報の
提供等

25.水害保
険等

【対 策】

祓
川
の
治
水
対
策
案
の
抽
出

複
数
の
治
水
対
策
案
の
立
案
（一
次
選
定
・二
次
選
定
）

流域内に既
存ダムが存
在しない

効率的に放
水可能な
ルートがな
い

特に目立っ
た河道内
樹木がない

技術的手
法が確立さ
れていない

技術的手
法が確立さ
れていない

実現性に
欠ける

堤防嵩上
げ案と併用
で採用は可
能だが、嵩
上げ案は
不採用。

流域の土
地利用状
況から効果
は小さく適
用性は低
い

存在しない 存在しない 存在しない 効率的に整
備ができな
い

効率的に整
備ができな
い

他の治水
対策で対応
可能なため
適用しない

他の治水
対策で対応
可能なため
適用しない

他の治水
対策で対応
可能なため
適用しない

森林面積に
大きな変化
はなく、これ
以上効果
は見込めな
い

他の治水
対策で対応
可能。また、
雨量、水位
情報は現
在も行って
いる

他の治水
対策で対応
可能なため
適用しない

祓川の流域内において500m3以上の貯
留量の確保が可能な施設の選定を行っ
た結果、学校6校（グラウンド）を選定（公
園該当箇所無し）。

可能貯留量は全学校で7,600m3である
が、その調節量は最大限評価したとして
も木井基準点で約4m3/s、河口地点で約
6m3/sと僅かである

※河口地点480m3/s河道

祓川の流域内の水田面積は約12.4km2であり全流域
（66.4km2）に対し、約18％を占める。水田の有効水深
（貯留可能水深）を0.15mとした場合、可能調節量とし
て186万m3程度確保できるが、その調節量は木井基準
点で約17m3/s、河口地点で約25m3/sと僅かである。

なお、当該効果を発現するには、全ての水田において
ピーク時に0.15mの貯留が可能となるよう所有者全て
のご協力のもと堰板の改良を要する。

上記が実施できたとしても、得られる効果は僅かであ
る

※河口地点460m3/s河道

地役権方式 堀込方式

現状の冠水頻
度を保ちつつ氾
濫を許容した場
合、ピーク流量
の低減効果は
河口地点で約
23m3/s（ピーク
流量の約5％）
と僅か

現状で、まとまって貯水容量が確保できる土地を
最大限堀込式の遊水地として見込んだ場合、木井
基準点で73m3/sのピーク流量の低減効果が見込
める。費用が高額（概算事業費約460億円）
で、土地の買収面積も大きい
※河口地点330m3/s河道

河道掘削 引堤 堤防嵩上げ 複合案
（河道掘削・引堤）

遊 水 地 河道改修（-0k466～18k400）

別紙参照
ダム案

二
次
選
定
結
果
（概
略
評
価
に
よ
る
治
水
対
策
案
の
抽
出
）

代替案① 河道掘削案

河道掘削 （-0k466～18k400）

代替案③ 河道掘削＋引堤 複合案

引堤 （1k400～10ｋ600）
河道掘削 （-0k466～1k400、10k600～18k400)

代替案② 引堤案

引堤 （-0k466～18k400）

嵩上げを行うと、より
高い水位で洪水を処
理することになり、内
水被害の助長や、破
堤時の被害がより大
きくなるなど、デメリッ
トが大きい。

複合案（雨水貯留・地役権方式遊水池・水田等の保全）

祓川流域において施設複合による洪水低減効果は、基準点で整備計画目
標流量の約5％と低く、さらに効果量を確保し維持していくために必要な方策
を踏まえると実現性に欠ける
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4.3.1. 伊良原ダム案（現計画） 

(1) 概要 

◆ 伊良原ダムにより洪水調節を行い、一部の河道改修により河川整備計画の安全度を確

保する。 

◆ 治水安全度：1/10 

◆ 目標流量（ダム有り）：170m3/s（木井） 

◆ 伊良原ダムを建設し、下流河道は築堤により整

備する。 

◆ 河川整備計画の安全度においては、ダムの洪水

調節により水位が大きく下げられるため、河道

改修を要する区間は一部となる。 

 

 

 

 

     図  4-7 伊良原ダム案イメージ横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図  4-8 流量配分主要箇所位置         図  4-9 伊良原ダム案位置図 

 

(2) 改修内容及び概算事業費 

主な改修内容 概算事業費 

河道改修 

 築堤       5.2 万 m3  

 道路橋架替     6 橋 

 堰改築       1 基 

 用地        2.2 万 m2 

 補償        64 件 

73 億円 

ダム残事業費（洪水調節負担分）  130 億円 

合計 203 億円 

伊良原ダム 

祓川
W=1/10流量

：河道配分流量

370

蔵
持
川

(18/000)

周
防
灘

170 130 100220

馬
場
川

(16/300)

230

宮
下
川

(0/400)

犬
丸
川

(11/700)

伊良原ダム
(18/470)

●
河口

(-0/466)

●
沓尾

(0/000)

■
基準地
点木井

(13/000)

計画区間

■基準地点木井
目標流量：440m3/s
河道配分：170m3/s
洪水調節：270m3/s

築堤
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(3) 河道平面図・横断図・縦断図 
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図  4-12 伊良原ダム案縦断図（-0k466～10k000) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4-13 伊良原ダム案縦断図（-0k466～10k000) 
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高潮区間：計画高潮位T.P.3.70m以上を確保（整備計画と同様）
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4.3.2. 河道掘削案（対策案①） 

(1) 概要 

◆ 河道を掘削し、最大限河道で引き受けることにより、河川整備計画の安全

度を確保する。 

◆ 治水安全度：1/10 

◆ 目標流量（ダム無し）：440m3/s（木井） 

◆ 約 7 割の区間(約 13km 間)で最大 2.3m、平均

0.7m 程度の掘削を実施する。また、計画堤防

高までの築堤を実施する。 

◆ 河道内掘削のため、用地補償は少ないが、多

数の堰の改築が生じる。 

 

 

 

 

     図  4-14 河道掘削案イメージ横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図  4-15 流量配分主要箇所位置         図  4-16 河道掘削案位置図 

 

(2) 改修内容及び概算事業費 

主な改修内容 概算事業費 

河道改修 

 掘削・残土処理 38.5 万 m3 

 築堤       10.4 万 m3  

 道路橋架替     15 橋 

 堰改築       29 基 

 用地        4.5 万 m2 

 補償        77 件 

249 億円 

合計 249 億円 
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■基準地点木井
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河道配分：440m3/s
洪水調節：    0m3/s

河床掘削

(18/470)
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(3) 河道平面図・横断図・縦断図 
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図  4-19 河道掘削案縦断図（-0k466～10k000) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4-20 河道掘削案縦断図（-0k466～10k000) 

 

 

祓川縦断図(-0k466～10k000）　河道掘削案
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祓川縦断図(10k000～18k400）　河道掘削案
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4.3.3. 引堤案（対策案②） 

(1) 概要 

◆ 最大限河道で引き受けることにより、河川整備計画の安全度を確保。 

◆ 治水安全度：1/10 

◆ 目標流量（ダム無し）：440m3/s（木井） 

◆ 約 5 割の区間(約 9km 間)において最大 40m、

平均 20m 程度の引堤を実施する。また、計画

堤防高までの築堤を実施する。 

◆ 用地の補償、橋梁等の架替えが多数にのぼり、

事業の長期化が予想される。 

 

 

 

 

     図  4-21 引堤案イメージ横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図  4-22 流量配分主要箇所位置         図  4-23 引堤案位置図 

 

 

(2) 改修内容及び概算事業費 

主な改修内容 概算事業費 

河道改修 

 掘削・残土処理 48.4 万 m3 

 築堤       15.1 万 m3  

 道路橋架替     21 橋 

 堰改築       27 基（うち 25 基継足） 

 用地       19.4 万 m2 

 補償        111 件 

292 億円 

合計 292 億円 
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(3) 河道平面図・横断図・縦断図 
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図  4-26 引堤案縦断図（-0k466～10k000) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4-27 引堤案縦断図（-0k466～10k000) 

 

祓川縦断図(-0k466～10k000）　引提案
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祓川縦断図(10k000～18k400）　引提案
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